
「おおいたの道構想２１」市町村長のご意見

○県内１８市町村長に意見を聴取（平成２１年６月～７月実施）

○各市町村における重要な施策について

※全１８市町村長の回答（複数回答あり）

○自由意見として求められた事項

●複数の観光拠点を結ぶ観光ルートの機能整備を図ってもらいたい

●隣接市との交流進出企業の発展、高速道へのアクセスする道路を整備して

もらいたい

●山間部の道路改良で観光目的を含む道路の場合、１．５車線では観光バス

の通行には樹木のオーバーハングなどで不十分ではないかと危惧します。

道路予算の圧迫や短期間の事業完了も重要な要素ではありますが、地域振

興に資する道路として、目的に応じた道路改良が必要

●老朽化した道路を観光道路としてリニューアル化してもらいたい（舗装の

補修、植栽の除去・植え替え、電線類地中化、バリアフリー化等）
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１．生活の安全・安心を高める道づくり

(1)防災対策

(2)交通事故対策

(3)小規模集落の生命線確保

２．地域の活力を高め発展を支えるネットワーク…

(1)広域ネットワークの整備

(2)地域ネットワークの整備

(3)ツーリズム振興の支援

３．快適な暮らしをつくる都市空間整備

(1)大分都心の再生

(2)「まちなか」の道路整備

(3)歩きやすく走りやすいまちづくり

(4)渋滞対策・地球温暖化対策



●通学、通勤の他に健康作りのためにウォーキングをしている市民など暗く

なってからの歩行者が増えているため街灯を整備してもらいたい

●県事業における市町村負担金の見直し

●暫定区間の４車線化用地を有効に活用（公園、花植え）

●空港道路に追加ＩＣ、バス停設置、ＥＴＣレーンの増設、キャッシュカー

ドの利用

●人口の増加、工場等による交通量の増加により、まちづくりをしなければ

ならないため、開発を促進する観点から道路整備の支援をお願いしたい

●道路維持管理の課を設けて、維持管理予算に重点をおいてほしい

●県道と市道の管理者適正化

●駐輪場整備

●道路利用形態として道の使い方を記載してもらいたい（マラソン大会、歩

行者天国等）

●街路樹のきれいなまちづくりを推進しているため、県管理道路の街路樹を

かえられないか

●夜間は照明がなく危険であるため、自転車道に安全・安心を考慮し、照明

灯等を設置してもらいたい

●農道計画は県道と相互に整合のとれたものとしてほしい

●道路計画について県市相互の情報交換をして、効率的な整備を行っていき

たい

●合併を支援する道路を整備してもらいたい

●県管理道路の道路のり面（コンクリート吹き付け）が老朽化しており、危

険な状況であることから早期改修をお願いしたい

●冬期波浪、台風時の超波による被害が懸念される箇所の整備を

●旧町村間を結ぶ道路整備

●用地取得体制を強化してもらいたい

●費用対効果だけでなく地域の必要性に基づく優先整備

●道路整備後のカーナビ等を通じた情報発信の迅速化



●わかりやすい道路標識の整備

●道路維持費は増加傾向にあるため、市町村道管理道への支援

●日常的な道路管理に対する住民意識の高揚を高めるため、道路ごとに道路

愛護団体を育成してはどうか

●県外とつなぐルートの強化

●県立高校再編に関連したアクセス道路の整備を

●まちなかや観光地などにおける草刈り回数を増加してほしい

●駅前広場を再整備してもらいたい


